


















要    約

  中学生に乳児健診に参加させ赤ちゃんとの触れ合いを経験させ、高校生には赤ちゃんを

保育所で触れ合わせた。また、大学生には、幼椎園で幼児との遊びを体験させた。これら

体験の前後に「赤ちゃんのいる家族を想像して絵を描いてください。」という教示のもと

に絵を描かせ前後の比較を行った。中学生、高校生、大学生それぞれに特異的な描画の傾

向が見られた。赤ちゃん、育児などに対する認識の年齢的変化が現れていると思われるが、

これらの結果から、高校時代に保育所で体験させるのが最も効果的であると思われた。


